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平成 25 年度 市政世論調査
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Ⅰ．調査の概要

◆ 調査地域 ： 越谷市全域

◆ 調査対象 ： 市内在住の 20 歳以上の男女 5,000 人

◆ 調査期間 ： 平成 25 年 6 月 21 日～7 月 11 日

◆ 調査方法 ： 郵送方法（郵送配布、郵送回収）

◆ 抽出方法 ： 住民基本台帳より無作為抽出

◆ 回収結果 ： 回収率 50.22％

この報告書概要版は、平成２５年６月２１日～７月１１日にかけて実施した

「平成２５年度市政世論調査」の主な結果をまとめたものです。
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Ⅱ．調査回答者の属性

回答者の属性は以下の通りである。
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Ⅲ．調査結果

１．暮らしや居住意向について

○現在の暮らし向きについて「十分とはいえないが、一応満足している」人は約４割。

○定住意向（｢ずっと住み続けたい｣＋｢｣どちらかといえば住み続けたい｣）は７割強。

○転居意向（｢どちらかといえば引っ越したい｣＋｢引っ越したい｣）の主な理由は、「現在、住

んでいる住宅が狭いので」が２割弱で最も多い。

図 1-1 現在の暮らし向き（n=2,511）

図 1-2 居住意向（n=2,511）

図 1-3 転居意向の理由（上位 5 位）（n=2,511）
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42.1

32.1
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２．越谷市の景観（風景）について

○住まいの地区の景観（風景）について「たまに考えることがある」人は約５割、満足度につ

いては「十分とはいえないが、一応満足している」が約５割。

○好きな景観（風景）は「川のある風景」が最も多く、好きではない景観（風景）は「電柱・

電線」「散乱しているゴミ」が多い。

○良い景観（風景）のまちをつくるため行政に望むものは「目標や基本方針を住民に示す」が

４割半ばで最も多い。

○良い景観（風景）のまちをつくるためにできることは「景観の資源となる建築物、樹木、風

景等を大事にする」が５割強で最も多い。

図 2-1 景観（風景）の考察（n=2,511） 図 2-2 景観（風景）の満足度（n=2,511）

図 2-3 好きな景観（風景）（上位 5 位）（n=2,511） 図 2-4 好きではない景観（風景）（上位 5 位）（n=2,511）

図 2-5 行政に望むもの（上位 5 位）（n=2,511） 図 2-6 良い景観（風景）のまちをつくるために

できること（上位 5 位）（n=2,511）
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迷惑駐車等が発生する恐れがあるから

精神的に受け入れられないから

墓地の周辺に所有する土地の価値が下が
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慮した計画にする
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48.5

39.3

37.4
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３．墓地に対する考えについて

○越谷市内での墓地の所有意向（｢市内に所有している｣＋｢市内に所有を希望している｣）は３

割半ば。

○市内に墓地を所有または所有希望の人が墓地に求めるものは「交通の利便性」が７割弱で最

も多い。

○近隣に墓地の設置が計画されたとき「賛成しない」が約４割。賛成しない理由は「周辺環境

に馴染まないから」が約５割で最も多い。

○墓地の設置が計画されたら「墓地設置の計画を事前に説明会等を通じて関係住民へ明確に知

らせる」が７割半ばで最も多い。

図 3-1 越谷市内での墓地の所有意向（n=2,511） 図 3-2 墓地に対して求めるもの（上位 5 位）（n=892）

図 3-3 近隣に墓地の設置が計画されることの賛否 図 3-4 近隣に墓地の設置が計画されることに

（n=2,511） 賛成しない理由（上位 5 位）（n=1,045）

図 3-5 墓地の設置が計画されたときに設置者がとるべき措置（上位 5 位）（n=2,511）
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農業者との相性

作業期間

賃金

68.1

51.7

41.9

35.9
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４．「貸し農園」や「援農」について

○農地を所有していない人の「貸し農園」利用意向は２割半ば（利用している人を含む）。

○「貸し農園」を利用する場合に重視する点は「場所」が４割強で最も多い。

○農業者の作業を手伝いながら農業体験を行う「援農」の認知度は「知らない」が約７割。

○「援農」への参加意向がある人（参加してみたいと｢思う｣＋｢どちらかといえば思う｣）は約

２割、参加の条件は「作業内容」を重視するが７割弱で最も多い。

図 4-1 「貸し農園」の利用意向（n=2,323） 図 4-2 「貸し農園」を利用する場合に重視する点（n=609）

図 4-3 「援農」の認知（n=2,511）

図 4-4 「援農」の参加意向（n=2,511）

図 4-5 「援農」に参加する場合に重視する条件（n=551）
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(n=2,511)

ア 太郎兵衛もち

イ くわい
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エ 山東菜

オ チューリップ

カ 小松菜

キ その他
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農産物を購入できる店の増加

地場農産物に関するＰＲ活
動

学校給食での地場農産物
の利用増加

地場農産物を使用する飲
食店の増加

地場農産物を使用した加
工品の開発
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38.3

36.7

25.8

16.6

0 50 100 (%)

５．地場農産物や地産地消について

○越谷市の農業特産物の認知度は「くわい」が６割半ばで最も多い。

○購入したことがある越谷の農業特産物は「ねぎ」が６割で最も多い。

○野菜を購入するときに意識することは「鮮度の良さ」が８割半ばで最も多い。

○地産地消推進のために必要だと思うことは「スーパーマーケットなど、地場農産物を購入で

きる店の増加」が８割弱で最も多い。

図 5-1 越谷の農業特産物の認知（n=2,511）

図 5-2 越谷の農業特産物の購入経験（n=2,511）

図 5-3 野菜を購入するとき意識すること（n=2,511） 図 5-4 地産地消推進に必要なこと（n=2,511）
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６．こしがやブランド認定制度について

○こしがやブランド認定品について「知っている」人は４割強。

○こしがやブランド認定品を購入したことが「ない」人は約７割。

○こしがやブランド認定制度には「越谷市のＰＲ」を期待する人が４割半ばで最も多い。

図 6-1 こしがやブランド認定品の認知（n=2,511）

図 6-2 こしがやブランド認定品の購入経験（n=2,511）

図 6-3 こしがやブランド認定制度への期待（n=2,511）
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(n=2,511)

ア 太陽光発電

イ 太陽熱温水器

ウ 高効率給湯器

エ 小型風力発電

オ 地中熱利用

カ 燃料電池
（エネファームなど）

キ 蓄電池
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予定はない

無回答

光熱費や燃料費を削減できた

節電や省エネを意識するようになった

環境問題への意識が高くなった

設置する前とあまり変わらない

57.5

44.4

18.4

11.1

0 30 60 (%)

価格が今よりも安くなれば導入したい

設置できる環境ではない

補助金などの制度がわからない

費用効果や環境の効果があまり見え
ない（マンション住まいなど）

57.8

33.0

26.2

23.7

0 30 60 (%)

７．再生可能エネルギー・省エネルギーについて

○再生可能エネルギー・省エネルギー機器について「設置をしたいが難しい」は「太陽光発電」

が２割半ば。

○機器をすでに設置している人の使用した感想は「光熱費や燃料費を削減できた」が６割弱。

○設置が難しいと答えた人では「価格が今よりも安くなれば導入したい」が６割弱。

図 7-1 設置または設置を考えている再生可能エネルギー・省エネルギー機器（n=2,511）

図 7-2 機器を使用した感想（n=207）

図 7-3 設置が難しい理由（n=775）
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太陽光発電

太陽熱利用

地中熱利用

蓄電池

風力発電

56.7

11.4

4.0

3.5

3.2

0 30 60 (%)

無回答
4.2

どちらとも
いえない
52.0

関心がない
24.7

関心がある
19.1

あまり興味
がない
29.7

その他
2.5

無回答
7.9

利率が低くても
参加したい

2.9

ある程度の利率
が得られるので
あれば検討する

22.6

制度や仕組みが
わからないため
参加したいとは

思わない
34.2

導入への支援・助成制度の充実

公共施設への積極的な導入

再生可能エネルギーに関する情報提
供

市民活動団体への支援

41.4

25.0

13.7

1.5

0 30 60 (%)

○越谷市の取組では「太陽光発電」の利用を一番増やすべきと思う人が５割半ば、普及に必要

な施策は「導入への支援・助成制度の充実」が約４割で最も多い。

○市民共同発電（市民が寄付や出資を通して公的施設などに再生可能エネルギー・省エネルギ

ー機器を設置する取組）について「関心がある」は約２割、参加の意向あり（｢利率が低く

ても参加したい｣＋｢ある程度の利率が得られるのであれば検討する｣）は２割半ば。

図 7-4 一番増やすべき再生可能エネルギー（上位 5 位）（n=2,511）

図 7-5 再生可能エネルギーの普及に一番必要な施策（n=2,511）

図 7-6 市民共同発電への関心（n=2,511） 図 7-7 市民共同発電への参加意向（n=2,511）

(％) (％)



12

その他
1.2

無回答
2.6

後期高齢者
医療制度

6.4

船員保険
0.1

共済組合（国家
・地方公務員・
私学共済等）

6.3

越谷市国民
健康保険

30.3

国民健康保険
組合（１以外
の国保組合）

14.1全国健康保険協会
（協会けんぽ）

10.6

健康保険組合
（組合健保）

28.5

知らない
71.0

無回答
1.2

知っていて利用
したことがある

4.0

知っているが
利用したこと

はない
23.8

無回答
2.7

わからない
64.2

利用したくない
10.1

利用したい
23.1

人間ドック受診料金の補助

市のがん検診や歯科検診を行った時
の自己負担額の補助

脳ドック受診料金の補助

健康不安に対する指導（保健指導）

スポーツジムなどの利用料金の補助

70.8

36.0

33.7

10.1

10.0

0 40 80 (%)

８．医療保険が行う健康増進事業について

○加入している医療保険については「越谷市国民健康保険」が約３割で最も多い。

○医療保険が行う保険事業として必要なものは「人間ドック受診料金の補助」が約７割で最も

多い。

図 8-1 加入している医療保険（n=2,511） 図 8-2 医療保険が行う保健事業で必要なもの（上位 5 位）

（n=2,511）

９．国民宿舎「両神荘りょうかみそう．」について

○市民が国民宿舎「両神荘（りょうかみそう）」に宿泊した際、一人１泊 2,000 円の割引が受

けられる制度の認知度（｢知っていて利用したことがある｣＋｢知っているが利用したことは

ない｣）は３割弱。

○「両神荘」を利用したいは２割強。利用したくない理由は「遠い」「不便」「場所がわからな

い」など。

図 9-1 割引が受けられる制度の認知（n=2,511） 図 9-2 「両神荘」の利用意向（n=2,511）

(％)

(％) (％)
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無回答
1.8

設置して
いない
27.5

設置している
70.7

わからない
1.8

無回答
0.5

その他
4.7

管理者（管理組合
・管理会社）が設置した

10.6

家主が
設置した

6.3

入居した際、
既に設置
されていた

13.7

新築購入
時に設置
されていた

21.1

自分で購入して
設置した（取付
作業を他人が行
った場合も含む）

41.3

設置しようと思いながら、そのままに
していた

設置費用の負担が大きい

設置が義務化されていることを知らな
かった

借家等のため、自分で購入して勝手
に設置してよいのかわからない

どこで販売しているかなど、購入方法
がわからない

53.9

20.0

14.5

9.6

9.6

0 30 60 (%)

１０．火災報知器の設置状況について

○住宅用火災警報器を「設置している」人は約７割。

○住宅用火災警報器を設置した経緯は「自分で購入して設置した（取付作業を他人が行った場

合も含む）」が約４割。

○住宅用火災警報器を設置していない人の理由は「設置しようと思いながら、そのままにして

いた」が５割強。

図 10-1 住宅用火災警報器の設置（n=2,511）

図 10-2 住宅用火災警報器を設置した経緯（n=1,776）

図 10-3 住宅用火災警報器を設置していない理由（n=690）

(％)

(％)
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無回答
4.5

わからない
16.0

賛成
5.0

反対
20.7

どちらかと
いえば反対

25.7

どちらかと
いえば賛成

28.1

(n=2,511)

ア 越谷市男女共同参画
社会推進条例

イ 第３次越谷市男女共同
参画計画

ウ 越谷市男女共同参画支援
センター「ほっと越谷」

エ 越谷市男女共同参画
苦情処理委員

オ 男女共同参画社会

カ ワーク･ライフ･バランス
（仕事と生活の調和）

キ ＤＶ（ドメスティック
・バイオレンス）

ク デートＤＶ

ケ ポジティブ・アクション

(％)

3.8

1.6

9.0

1.3

10.0

17.0

62.9

21.9

8.4

24.8

13.2

31.3

9.8

18.3

17.9

9.6

12.6

18.0

61.4

73.8

49.5

77.1

59.8

52.1

17.6

53.9

62.0 11.5

11.5

9.9

13.0

11.9

11.8

10.2

11.5

10.0

0 20 40 60 80 100

内容を知っている 聞いたことはあるが、内容は知らない 知らない 無回答

１１．男女共同参画について

○男女共同参画における「ことば」や「ことがら」の認知について「内容を知っている」は「Ｄ

Ｖ（ドメスティック・バイオレンス）」が６割強で最も多い。

○「男は仕事、女は家庭」という考え方は賛成（｢賛成｣＋｢どちらかといえば賛成｣）が３割強、

反対（｢どちらかといえば反対｣＋｢反対｣）が４割半ば。

図 11-1 「ことば」や「ことがら」の認知（n=2,511）

図 11-2 「男は仕事、女は家庭」という考え方の賛否（n=2,511）

(％)
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無回答
4.6

わからない
11.8

そうは思わない
47.1

あると思う
36.5

(n=2,511)

ア 家庭の中で

イ 教育の中で

ウ 職場の中で

エ 社会通念や風潮において

オ 法律や制度上で

(％)

26.7

39.0

10.3

5.5

17.8

34.1

17.2

46.4

50.8

27.0

23.6

22.8

25.8

29.3

4.5

10.1

9.8

8.1

12.131.3 9.5

9.7

10.6

10.1

7.6

0 20 40 60 80 100

平等になっている 平等になっていない どちらともいえない わからない 無回答

理想

現実

(％)

18.9

12.2

17.2

8.0

12.6

24.6

12.2

10.4

10.7 1.2

3.3

0.8

4.8

23.3

22.911.4 2.5

3.2

0 20 40 60 80 100

結婚や出産にかかわらず仕事を続ける（ている・ていた）

子育ての時期だけ一時やめ、その後はフルタイムで仕事を続ける（ている・ていた）

子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を続ける（ている・ていた）

子どもができるまで仕事をもち、子どもができたら家事や子育てに専念する（している・していた）

結婚するまで仕事をもち、結婚後は家事に専念する（している・していた）

仕事はもたない（もっていない）

その他

わからない

無回答

○男女が「平等になっていない」と思う分野は「社会通念や風潮において」が約５割。

○女性の働き方について、理想は「結婚や出産にかかわらず仕事を続ける（ている・ていた）」

が２割弱で最も多く、現実は「子育ての時期だけ一時やめ、その後はパートタイムで仕事を

続ける（ている・ていた）」が２割半ばで最も多い。

○仕事をしていく上で、能力に男女差があると思うかについて「そうは思わない」が５割弱。

図 11-3 男女平等の考え（n=2,511）

図 11-4 女性の働き方（理想・現実）（n=2,511）

図 11-5 仕事上での男女別能力差（n=2,511）

(％)
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無回答
4.8

よく知っている
0.8

まあまあ
知っている

8.2

知らない
66.5

聞いたこと
がある
19.8

アンケート

住民投票

説明会

ワークショップ

パブリックコメント（意見公募手続）

38.4

33.2

21.5

7.7

6.9

0 30 60 (%)

分かりやすく情報を提供すること

わずかな時間でも参加できること

市が十分な支援を行うこと

仲間と一緒に参加できること

知識や特技が生かせること

59.8

31.1

28.2

20.8

17.1

0 30 60 (%)

暮らしの安全・安心に関すること（防
災、防犯、消防、消費生活など）

福祉に関すること（社会保障、児童福
祉、障がい者福祉、高齢者福祉など）

環境に関すること（ごみ問題、自然環
境など）

健康づくりや医療に関すること（地域
医療、予防医療、保健など）

コミュニティ活動に関すること（地域活
動、市民活動、ボランティア活動など）

54.5

53.2

43.6

42.9

34.9

0 30 60 (%)

１２．「自治基本条例の普及」「市民参加と協働によるまちづくり」について

○「越谷自治基本条例」については「知らない」が６割半ば。

○関心のある市政に参加する方法は「アンケート」が４割弱、「住民投票」が３割半ばで多い。

○市民と市が協働して取り組むことが必要なことは「暮らしの安全・安心に関すること」が５

割半ば。

○市政への参加やコミュニティ活動（地域活動・市民活動）へのかかわりに重要なことは「分

かりやすく情報を提供すること」が約６割。

図 12-1 「越谷市自治基本条例」の認知（n=2,511） 図 12-2 関心のある市政に参加する方法

（上位 5 位）（n=2,511）

図 12-3 市民と市が協働して取り組むことが必要（効果的）な分野（上位 5 位）（n=2,511）

図 12-4 市政への参加やコミュニティ活動へのかかわりに重要なこと（n=2,511）

(％)
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知らない
51.3

無回答
4.7

よく知っている
3.3 まあまあ

知っている
11.6

聞いたこと
がある
29.2

知らない
66.5

無回答
7.0

よく知っている
3.9

まあまあ
知っている

7.8

聞いたこと
がある
14.8

消防署に高度救助隊が設置され、大地震などの災害時における負傷者の救助活動がこれ
まで以上に強化される

市立保健所を設置することにより、感染症や食中毒が発生した場合の迅速な対応などが可
能になる

市が窓口となり県への申請を行っていたもの（例：身体障がい者手帳の交付）について、市と
県の二段階で処理している事務を市で一元化でき、申請から交付までの時間が短縮される

産業廃棄物の不法投棄などについて、業者への指導が直接市から行えるようになり、対応
の迅速化が図れる

小中学校の教職員の研修を、市の実情や課題に合わせて独自に行うことができるようにな
り、教職員の資質や指導力の向上が図れる

52.9

45.3

35.0

26.8

25.1

0 30 60 (%)

１３．中核市移行について

○「中核市制度」の認知については「知らない」が約５割。

○越谷市が平成 27 年 4 月に中核市移行を目指していることの認知は「知らない」が６割半ば。

○中核市移行のメリットとして期待する市民サービスは「消防署に高度救助隊が設置され、大

地震などの災害時における負傷者の救助活動がこれまで以上に強化される」が５割強で最も

多い。

図 13-1 「中核市制度」の認知（n=2,511）

図 13-2 中核市移行の認知（n=2,511）

図 13-3 中核市移行で期待する市民サービス（上位 5 位）（n=2,511）

(％)

(％)
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広報こしがや「お知らせ版」や「季刊
版」

越谷市公式ホームページ

公共施設にあるポスターやチラシ

テレビ広報番組「いきいき越谷」

越谷ｃｉｔｙメール配信サービス

68.0

3.9

3.2

2.3

2.3

0 40 80 (%)

広報こしがや「お知らせ版」や「季刊
版」

越谷市公式ホームページ

テレビ広報番組「いきいき越谷」

越谷ｃｉｔｙメール配信サービス

越谷市携帯サイト

92.3

23.7

10.1

6.3

2.5

0 50 100 (%)

分
か
り
や
す
い

お
お
む
ね
分
か
り
や
す
い

ど
ち
ら
と
も
言
え
な
い

分
か
り
に
く
い
と
こ
ろ

が
あ
る

分
か
り
に
く
い

52.3

4.5 1.84.1

23.6
16.5 16.7

1.9

27.1

47.9

0

30

60
お知らせ版

季刊版

(%)

１４．広報について

○市政情報を主に得ているものは「広報こしがや『お知らせ版』や『季刊版』」が７割弱で最

も多く、市政情報を得るために活用したことがあるものについても「広報こしがや『お知ら

せ版』や『季刊版』」が９割強と最も多い。

○広報こしがやの感想は「おおむね分かりやすい」が「お知らせ版」で５割強、「季刊版」で

５割弱と最も多い。

図 14-1 市政情報を得ているもの（上位 5 位）（n=2,511）

図 14-2 市政情報を得るために活用したことがあるもの（上位 5 位）（n=2,511）

図 14-3 広報こしがや「お知らせ版」「季刊版」の感想（n=2,317）
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スポーツ施設

文化施設

公園

イベント

道路

47.8

36.7

34.1

26.5

18.0

0 30 60 (%)

駅周辺の整備

バス路線等公共交通網の充実

ごみ・し尿の処理対策

公園や緑地の整備

下水道（公共下水道や排水路）の整
備

防犯対策

交通安全対策

生活習慣病などの保健衛生対策

土地区画整理事業などの市街地整備

生活道路や都市計画道路の整備

42.9

24.3

15.8

15.4

12.0

10.6

10.3

9.5

9.3

9.2

0 25 50 (%)

防犯対策

高齢者福祉の充実

水害や地震などの災害対策

地域医療や救急医療体制の整備

自然保護や河川の汚濁防止などの環
境保全対策

介護保険の充実

交通安全対策

バス路線等公共交通網の充実

青少年の健全育成

小中学校の教育環境（教育内容や教
育施設）の充実

33.3

26.0

25.9

20.1

18.1

18.0

17.2

14.5

13.3

12.4

0 25 50 (%)

１５．ネーミングライツの導入について

○市の施設等にネーミングライツ（命名権）を導入する場合に望ましい施設、イベントについ

ては「スポーツ施設」が５割弱で最も多い。

図 15-1 ネーミングライツの導入に望ましい施設・イベント（n=2,511）

１６．越谷市の施策について

○市の施策に対して、ここ数年のうちで「よくなってきたと感じるもの」は「駅周辺の整備」

が４割強で最も多い。

○市の施策に対して、今後の市政の中で「特に力を入れるべきだと思われるもの」は「防犯対

策」が３割強で最も多い。

図 16-1 よくなってきたと感じるもの 図 16-2 特に力を入れるべきだと思われるもの

（上位 10 位）（n=2,511） （上位 10 位）（n=2,511）
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